は じ め に
この度は，小社発行の小学校算数教科書「わくわく 算数」をご採択いただき，誠にありがとうございます。
近年，日本の
子どもたちは，各種の国際調査，全国学力・学習状況調査等を通して，基礎的な知識は定着しつつある一方，読解力や表現力が弱く，活用する能力に課題があることが明らかとなりました。また，東日本大震災などの自然災害をきっかけに，子ども自らが適切に状況を判断し，学んだことを活用して諸々の課題を解決する力（思考力・判断力・表現力）を身につけておくことの必要性が再認識されました。
このような状況の中，思考力・判断力・表現力を向上させるには，子どもの学習意欲を高めることが大切であり，そのためには，子ども自身が学習習慣をつけ，主体的に学習に取り組んでいくことが重要であると言われています。
また，言語力の育成・活用の観点からも，単に答えを求めるのではなく，立式の根拠や問題解決の過程等に目を向けることも大切にしています。
以上の点に留意して，平成27年度版「わくわく 算数」では，次世代を担う子どもたちが社会を生き抜く力を培うことができるように，「子どもの主体的な学習を支援する」というコンセプトの下，子どもたちや先生方に多様な使い方をしていただけるように工夫いたしました。
本冊子は，先生方が平成27年度以降の年間指導計画を立案される際の参考資料として作成いたしました。本冊子をご活用いただき，先生方の日々の授業の一助となれば幸いです。
株式会社新興出版社啓林館　編集部
「わくわく 算数」の編集基本方針と構成

■編集の基本方針
１．生活していく上で，基礎となる算数的知識・技能を習得すること。

２．筋道を通して考える能力を育て，ものごとを合理的に処理できるようにすること。

３．新しいものごとを理解し，創造する能力と態度を養うこと。

■教科書の特徴
・教科書は前半の「本編」と後半の「発見！算数島」の二部で構成しています。
→「本編」では必修内容，「発見！算数島」では児童が自ら取り組むことができる選択内容を取り上げています。

→「本編」と「発見！算数島」をリンクさせ，「発見！算数島」の内容をどの段階で扱うのかを明確に示しています。

・学年の始めには「算数のとびら」を設けています。
→「教科書の使い方」では，単元導入から単元の確かめまでの学習の流れと問題番号等の記号の意味を提示しており，教科書での学習活動が見えます。
→「学習の進め方」では，1時間の学習の進め方を提示し，これを指標として，学習内容に応じて創意工夫をした学習を進めることができます。
・既習事項を活用する問題には「学びをいかそう」のマークをつけています。特に活用を意識したページは緑色を基調とし，通常のページの青色との見分けがつくようにしています。
→学習したことを活用して新たな問題に取り組んだり，身近な問題を解決することを通して，確実な理解が図れるようにしています。
・積極的に算数的活動を取り入れ，子どもたちが他者と関わりながら主体的に取り組めるようにしています。

→自分の考えや思考過程を他者に説明する活動を多く取り入れ，表現力を高めることはもちろん，他者と考えを共有したりしながらともに学び合う態度の育成を期待しています。
→言葉，数，式，図，表，グラフ等を適切に用いて自分の考えを説明したり，互いに考えを伝えあったりする活動を通して，言語活動の充実を図れるようにしています。
【参考】年間標準授業時数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　）内は週当たりのコマ数
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